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本間 之夫
皆さんは泌尿器科を誤解していませんか。泌尿器科は皮膚科の一分野だという誤解は、医療者の中ですら後を絶ちません。わが国に泌尿器科学を導入した土肥慶蔵先生が皮膚科学の教授となられたので、そのような誤解が生まれたのでしょう。しかし、学問や診療の内容はまったく異なります。また、泌尿器科はもっとも女性医師の少ない科ですが、泌尿器科の患者さんの3割は女性です。女性患者さんが女性医師の診察を希望したり、女性の感性が泌尿器科学の発展に寄与したりと、泌尿器科の女性医師に期待されるところは益々大きくなってきています。診療内容が分かりにくいとも言われ、泌が秘に間違えられることもあります。実態に即して言えば、腎・尿路・男性科というのがふさわしいかもしれません。その泌尿器科学をご紹介しましょう。

泌尿器科学は、平成7年4月からの大学院化により、臓器病態外科学講座の中の泌尿器外科学分野という位置づけになっています。しかし、泌尿器科学は泌尿器「外」科学よりもっと広い分野です。泌尿器科学を端的に言えば、それは尿路と男性生殖器に関する医学です。腎臓・膀胱・尿道・前立腺・精巣のほとんどの疾患、特に手術を必要とする疾患を扱う医学です。解剖学的な関係から、副腎や後腹膜の疾患も治療対象としています。治療手段は外科的手術に限らず、内科的な手法も駆使しています。臓器の数だけではなく疾患や治療方法の多彩さという点で、これに勝る科はそうありません。多様な医学的なアプローチが可能で、臨床的にも研究的にも興味の尽きない分野です。

診療科としても泌尿器科は魅力ある科です。泌尿器科ではもちろん外科的な技術が要求され、その修練は一生続きます。泌尿器科は始めて内視鏡手術を導入した科で、その伝統は腹腔鏡手術やロボット支援手術に引き継がれています。ダビンチと言われるロボット手術支援装置は主に前立腺癌の手術に用いられています。外科系の「手術をする」という仕事の楽しみや変化に恵まれているのです。手術以外では、癌の化学療法や免疫治療なども積極的に行っています。他の臓器の癌では手術は外科で化学療法は内科でとなる傾向があるのと異なり、ひとつの科または同じ医師が一貫して診療しています。腎移植、腹膜透析、シャントの手術など、外科的素養を生かした腎不全の治療（腎不全外科）も行っています。排尿機能や男性性機能の障害には、外科的治療を行うこともありますが、主に内科的な治療で対応します。現役の泌尿器科の専門医は全国で7000名くらいしかおりません。この先は人口の高齢化がさらに進むことが確実で、泌尿器科医がいっそう必要とされる時代が来ています。勤務医であっても開業医であっても、その専門性を十分に発揮して活躍することができます。

東大の泌尿器科は、他の科と同様にわが国でもっとも古い歴史を誇る泌尿器科教室です。その分、厚い人材や関連病院に恵まれています。研究・診療に興味の尽きないこの分野に、皆さんが正しい認識と関心を持ってくださることを望んでいます。
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